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題字 佐藤 大作 

平成 21 年 1 月 30 日発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

弔 辞 

 

謹んで佐藤大作様のご霊前にお別れの言葉

を述べさせて頂きます。 

貴方は温厚篤実なお人柄で、町内、社会、同

級生の誰からも慕われ、尊敬され、私たちには

素晴らしい人生の師でありました。若くして内

野町青年連盟理事長に就任され、あの混乱期に

その手腕を発揮し、頭角を表わし内野地域のリ

ーダーとして、内野町に佐藤大作ありとその名

を天下に轟かせました。その後、長年にわたり

自治連合会長、その他、多くの要職に就任、リ

ーダーとして指揮をとり、私たちは多くの事を

学ばせて頂きました。まだまだ貴方を人生の師

として尊敬し、これからも色々学ばせて頂きご

指導を仰ぎたいと思っておりました矢先、突然

のご逝去は早すぎました。 

 

 私は今、人の世の儚さ、人生の無常を憎みま

す。實に残念でなりません。 

 佐藤さんは世の為、人の為に多大な貢献をさ

れ、正に男の人生街道に大きな足跡を残し、駆

け足で天国に旅立たれました。本当にお疲れ様

でした。また、自治連の研修会後のアトラクシ 

ョンに、頬かむりをし、尻まくりをしてユーモ

ラスな踊りの特技をみ

せて私たちを楽しませ

てくれました。私たち

に数々の教訓と感動を

与えて頂き本当に有難

うございました。 

 祭壇のお写真が私た

ちに向かって「頑張れ

よ」と声をかけておら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れるようです。 

自治連は残された私たちが力を合わせて佐

藤さんの功績を守ります。ご安心ください。 

実りの秋の日に佐藤様のご逝去を悼み、その

人徳を偲び慕い、お通夜に、今日の告別式に、 

大勢の方々が参列して下さいました。今更なが

ら人脈のおおきさ、広さに敬服いたしておりま

す。佐藤会長は善人でした。 

 どうか美しいお花が一杯咲いておるでありま

しょう極楽浄土で私たちを見守って下さい。 

ご冥福を心を込めてお祈り申し上げましてお別

れの言葉と致します。 

 平成 20 年 9 月 2 日 

        内野地区自治連絡協議会 

               松岡 長孝 

 

 

 

 

 

 

哀悼 佐藤大作会長

第 2 号 

会員の笹川 悦夫さんの作品① 
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  越後新川まちおこしの会 

           副会長  小林 勇 

 

 8 月 30 日午前八時頃、佐藤会長が今朝心筋梗

塞で亡くなりましたとの訃報を受け、急いで佐

藤さん宅に駆けつけました。仏間の右隣りの部

屋で永眠しておられた佐藤さんと対面。 

二日前の 8 月 28 日夕方の西区自治協議会委

員会で、佐藤さんは私の右側の席についていて、

帰りにはいつもと変わりなく微笑んで別れまし

た。その佐藤さんが急逝、私は事の意外さに思

わず呆然といたしました。佐藤さんの急逝は私

にとっては正に暗夜に灯台を失った思いであっ

て、これほどのショックはこれまでありません

でした。 

省みれば佐藤さんは平成 18 年 2 月、有志で

市内を流れる西川と、新川の立体交差など近代

土木遺産としての新川。その歴史及び流域で育

まれた文化について理解を深め、環境保全に努

め地域のまちおこしに寄与することを目的とし

た「越後新川まちおこしの会」が設立されると、

要請されて会長に就任、会の発展に努められま

した。佐藤さんは常に温厚着実、何事にも真心

を尽くす人であり、地域のリーダーとして西地 

区自治連絡協議会連合会長のほか、幾つもの各

種団体の会長を務め、常に一生懸命尽くされた

人であります。 

 佐藤さんは忽然と去られてしまいましたが、

私達は、佐藤会長さんの踏まれた跡を絶やすこ

となく歩んでゆかなければならないと思います。 

 佐藤会長さん、

どうか安らかに

お眠り下さいま

すようお祈り申

し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

      西蒲区 遠藤 武田 龍一 

 

 新川の河口近くで育ち、今も暮らしています。 

「越後新川まちおこしの会」の皆様方が活動計

画されている「新川まるごと博物館構想」で、

新川右岸排水機場の保存活動、それと新川の水

質調査等を知り、強い関心を持ちました。 

 私はその保存活動を目指している新川右岸排

水機場、新川河口排水機場に、昭和 38 年から停

年退職する平成 12 年までの 37 年間、新川の排

水業務に携わってきた思い出多い職場です。在

職中には新潟地震、毎年数回は降る大雨、さら

に台風、大雪などの自然災害に対して、地域内

に水害を出さないよう精一杯配慮しながら勤務

してきた職場です。 

 その職場

が「越後新

川まちおこ

しの会」の

活動で、後

世に残り、

さらに新川

の水質が改善し、ゴミの無い、水辺親水環境も

整備され、水生植物、魚や鳥たちも豊かになり、

美しい景観が回復すること。そして新川河口か

ら鎧潟川口まで新川全体が公園化し、大人も子

どもも多くの人々が集い来る新川になること、

「越後新川まちおこしの会」の活動で実現する

ことを心から祈念しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

追 悼 新川への思い 

新川土手での観桜会で挨拶の故 佐藤会長 

昭和 27 年製作の貴重な排水機がまだ稼働中 

改修工事中の新川右岸排水機場 
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内野町一番町 藤巻 英弥 

  

6 月 1 日は、全国一斉の河川水質調査の日で

あった。越後新川まちおこしの会から十数名の

方々が参加し、新川、西川、広通江の透視度と

ＣＯＤ(化学的酸素要求量)を調べた。併行して

洗堀も調べたら洗堀の水質が非常に悪かった。 

 新川 西川 広通江 洗堀 

透視度(cm) 58 60 50 35

ＣＯＤ 6 6 7 18

 

大昔（新川開削前）、洗堀は旧広通江の下流部で

あったが、新川開削によって断ち切られ、残り

の旧広通江（洗堀）は一時水無し川となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後西川より取水し、逆流させて新川に流

した。その頃はまだ魚の住める川であったが、

昭和 50 年頃からの都市化に伴い、川沿い住宅が

多くなり、水田も姿を消し、西川からの取水が

出来ない、雨水と家庭排水だけの堀となった。 

 現在は新川合流部の水門を開けて自然流入し、

水門を閉じて、一日 2 回ポンプアップして新川

に排水し、洗堀の浄化を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しかし、新川からの自然流入の水は、上流部

まで達せず、泥がたまり、悪臭の発生源となっ

ている。また、下水道管は洗堀沿川の全地域で

完成しているが、その内の 3 割ほどは未だに家

庭排水を流し続けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市では数年に一度、泥さらいをしているが、

すぐに泥が溜まってしまう状況である。 

 越後新川まちおこしの会では、対策はないか

と、市に状況を説明したり、地域住民の意見を

聞いたりしてきた。 

 こうした中、昨夏、新潟市「地域活動費補助

金」の申請を行い 11 月、洗堀全体の河床勾配の

測量を実施し図面を完成させた。これを元に対

策案を作り、市と地域住民との検討会を今後数

回予定している。 

 今の汚い洗堀をきれいにし、是非とも魚のす

める、人々も住み易

い魅力ある内野町に

したいものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魚の住める洗堀に！ 魚の住める洗堀に！ 

新川が掘られる前からこの堀はあった 

洗堀のポンプ設置場 
初めて河床勾配の測量を手伝う藤巻さん 

上流部は水が流れず、ドロが堆積していた
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八子 迪子 

 

夏の日差しがようやく和らいできた 9 月 27

日（土）、新川漁港を出発点として二艘のボート

でいつも見慣れた新川を舟下りしました。 

西川水路橋までは手漕ぎ、帰りはモーターボ

ートに引っ張って貰いました。この日は少し風

があり、かなり心配でしたが、救命具を身に付

け乗船準備。私は金槌なので出発間際まで乗ろ

うか、止めようかと優柔不断でもたもたしてい

ました。経験豊かな加藤さんの「大丈夫ですよ」

の温かい励ましの言葉に背中を押されての乗船

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

一艘に 8～10 人、慣れない手つきでオールを

漕いで、乗っていた皆、いっとき童心にかえっ

てワクワク、ドキドキ。見慣れた筈の新川が、

これまた不思議、新鮮な印象で迫ってきました。 

ゆったり櫓を漕ぎながら見る川岸の景色は

また格別の趣で、途中、橋の上や、川岸の家か

ら手を振ってくれる町の人々もおられました。 

 往来橋、新川元橋、学校山橋、月見橋、JR 鉄

橋、三日月橋、崎山橋、大萩橋、農協橋など、

身近な多くの橋の下を潜り抜けたことも新鮮な

驚きでした。水面から橋下までの高さは様々。

身をかがめてやっと通りぬけた橋も幾つか。 

大雨の時はどうなるのか？一寸心配。 

 

 

 

 

 

 

 

｛春、桜の頃、体験できると最高ですよね｝が

何とこの 4 月に実現できるとか！！ 

昔は泳いだり、潜ったりした年輩の方がたに

はせめて舟に乗って往時を偲んでいただきたい。

また、遊泳禁止の今、小,中学校の生徒たちには

川面から眺める新川を是非体験し、親しみなが

ら郷土の思い出作りをして欲しいという思いを

強く感じた貴重な体験でした。 

 

「水への思い」 

ブラウン陽子 

 

私が住むオハイオ州コロンバスは、太平洋か

らも大西洋からも遠い。職場の同僚の中には、

「まだ海を見たことがないのよ。」と平然と打ち

明けてくれる人もいる。大陸に暮らすとはこう

いう事なのか。だからと言って水が遠い訳では

ない。カナダとの国境・五大湖では、村上の鮭

に負けない見事なニジマスが釣れる。フィッシ

ング・ライセンスは、スーパーに行けば簡単に

発行してくれるし、そのライセンス収入は、州

税として環境保護に使われる。川や湖へ釣りに

出かけたり、猟が解禁になれば、鹿を追いかけ

たり、川も自然もスポーツや楽しみの範疇とさ

れる考えが強い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのオハイオから新潟に越して来た。新潟は

二度目。今回、夫が何より“うれしい”と言う

のは、突然の遠来人を「越後新川まちおこしの

会」の皆さんが長年の隣人のようにおつき合い

下さったこと。すっかり内野の町にも溶け込み、

ゆらりゆらりと新川下り 

これからも海外会員のブラウン夫妻（琵琶湖疏水入口）

新川漁港より 2ｋｍを約 30 分でゆっくり楽しみました 
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日課は、大学を出て新川の立体交差で折り返す

ウォーキングだ。 

川のことを何も知らない私は、「川の立体交

差」と聞いても、その姿を想像することができ

なかった。天井川なのだろうか？足のすくむ思

いで水路鉄橋を渡り、水の交差を覗き込んでみ

た。なるほど、こうなっているのか。排水機場

を巡った日、私の目には、長い時間の中で手当

てに次ぐ手当が入ったこの川が満身創痍に思え

た。見学スポットに降り立つ度に、操作される

水位を目の当たりにした。 

モニター画面には遥か河口が映し出されて

いる。見事だ。しかし、川はあるがままに滔々

と流れるものではないのか。新川は人々の強い

思いが動いた川だから、この川には使命がある。 

それが今に託されている。川底に横たわる底

樋はどうだろう。この川の歴史にフローとスト

ックの遺産を見るならば、先人の知恵が活きる

底樋は、間違いなく土木事業のストック遺産で

あり、底樋はその姿を我々に見せてくれる日ま

で、川底に静かに出番を待ち続けているように

思える。 

 

 

 

浜倉 剛 

 

 10 月 18 日（土）、新潟市西区役所と本会の共

催でおこなわれた「第 1 回新川健康＆クリーン

ウォーク」に参加しました。区職員・会員・一

般市民 25 名が槇尾地区の「立体交差地点」に集

合。小林会長代行と岡田西区長よりご挨拶があ

り、丸山事務局長より開催趣旨等の説明があっ

た後、新川漁港を目指す下流組と田潟排水機場

を目指す上流組の二手に分かれてスタートしま

した。 

 小生、上流組に加わり、赤とんぼに先導され

て新川左岸を歩きました。さわやかな秋空、満々

と水をたたえる新川、弥彦・角田を背にして拡

がる田圃。「はざ木」さえ加わればとの思いを残

しつつも、これぞ西蒲原という田園風景を満喫

することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、よく目を凝らすと、右も左もゴミま

たゴミ。川岸と田圃の間が空地として放置され、

伸び放題となった雑草の隙間からは、不法投棄

された大量の建築廃材・廃家電・古タイヤ等が

顔をのぞかせていました。これでは折角の景観

が台無し。会員の藤巻さんから、空地を市民農

園として整備すればゴミを捨てる不心得者も減

るのではないかというアイデアが出されました。 

 1 時間余で田潟排水機場に到着。「田潟干拓記

念碑」に往時をしのび、しばらく休憩した後「立

体交差地点」に向けて再スタート。いよいよク

リーン作戦の開始です。各自が袋を２つ携え、

あちこちでゴミ拾い。往路で散らかりぶりを目

にしていたせいか、皆さんの手際がいい。当初

は道路付近に限定していたにもかかわらず、川

べりまで降りて拾っているうちに、ゴミ袋は満

杯状態。3 つ目、4 つ目もいっぱいになってしま

いました。 

 12 時近くに「立体交差地点」に到着。下流組

もほぼ同時刻に帰着。回収したゴミは約 180kg

になりました。不法投棄されたゴミの回収をど

うするかという課題を残しましたが、いい汗を

流すことのできた半日でした。 

 

 

 

拾ってきた大量のゴミを前に参加者の記念撮影 

新川健康＆クリーンウォーク 

4 月 5 日にも行われた新川清掃に参加の人たち 
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前内野広通町自治会長  朝妻 敬恵 

 

かつて蒲原平野にあった、県内でも有数の潟

湖鎧潟が姿を消してから 40 年以上経つが、近頃

とみにその復元を願う気持が増している。 

 理由は二つある。一つは治水上の観点からで

ある。ここ数年、毎年のように新川下流部で河

床固め、護岸補強、陥没した河岸道路の復旧な

ど工事が行われているが、これらは何れも梅雨

時などの新川の増水時、完成当時東洋一の能力

を誇った河口排水機がフル回転することによっ

て引き起こされる河床の洗掘、河岸土砂が流さ

れた事がその原因と考えられる。 

 鎧潟が健在で、排水機も存在しなかった昭和

30 年代までは、鎧潟がそれなりに洪水調節機能

を果たし、新川流域は自然排水が行われていた。

ところが、戦後盛んになったガス採取による地

盤沈下のために、新川の排水不良、塩水クサビ

の遡上による農業被害が出始めた。また農地拡

大の気運が高まり、遂に鎧潟の干拓と、巨大排

水機場の設置をもたらしたのである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しかし、干拓するにしても、一平方メートル

も残さないやり方は如何なものか？私は不可と

言いたい。かの八郎潟では、干拓の本場、オラ

ンダ人技術者の意見を取り入れ、水路も調整池

も残されたと聞く。 

 鎧潟干拓の立案者には人の力で何でも出来る

という思い上がりがあったとしか考えられず、

このような人たちには、パナマ運河建設に参加 

した唯一の日本人であり、大河津分水補修工事

を指揮した内務省技師 故 青木 士の 

「満象ニ天意ヲ覚ル者ハ幸ナリ」 

の言葉を呈したかった。 

 理由の二つ目は郷愁である。理屈ではない。 

実を言うと私は、鎧潟の全容は一度しか見てい

ない。その一度というのは、昭和 9 年か、10 年

のことだったと思うが、当時の西蒲原郡民の募

金によって献納された、海軍の水上練習機が霞

ヶ浦から飛来し、鎧潟で一般披露を行った時で

ある。以来、鎧潟に接することは無かったが、

人生の終盤が近づくにつれて、子どもの頃の物

事や経験したことが無性に懐かしく思われてき

た。中でも鎧潟などはその最たるものと言って

よい。 

 

 

 

 

 

 

 

 考えてみれば、信濃川程の大河の下流域に、

多くの湖沼や湿地が存在するのは極く自然なこ

とであり、そういう意味でも鎧潟の復元を切に

願う。若し復元が完成すれば、魚や水鳥たちの

楽園になることは間違いないし、西川の水が導

入できれば、新川にはサケの遡上も期待できる。 

 心配される費用は、権利関係の調整がうまく

出来、公園化をさけて人工物の配置が最小限に

止められれば、それほど高額とならないと思う。 

 その方が自然度の高い、生物にも人間にもよ

り良い環境が生まれると思う。なお、求めがあ

れば分相応の出捐（しゅつえん＝寄付）には喜

んで応じたい。 

鎧潟の復元を切に願う 

自然の恵みの多かった鎧潟（星野 五郎 画） 

「
こ
こ
に 

 
 

鎧
潟
あ
り
き
」
の
碑 

かつての福島潟より大きかった鎧潟 
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星野 五郎 

 

今から 70 年も前の昭和 11 年 7 月 19 日のこ

と。私は小学校一年生の 8 歳で、鎧潟に水上飛

行機が三機編隊で着水しました。 

西蒲原號で、郡民が献上した偵察機の披露の

式典と新川改修工事完成の祝いを兼ねて飛来し

ました。山本五十六元帥（当時中将）、鈴木荘六

大将が参列し、潟周辺には 20 万人の郡民の歓迎

を受けました。三機の水上飛行機は鎧潟上空に

アクロバット飛行を披露して立ち去って行きま

した。お二人の数日間の滞在中には、花火大会、

盆踊り大会、相撲大会、農具市、飲み屋、露天

商で賑わいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私も母親に連れられ飛行機を見学したのを

覚えております。 

「鎧潟に河童が棲んでいたら、一番近くで良

く見えたでしょう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相楽 治 

 

川の立体交差の解説ガイド板の予算が付い

たからそのデザインをというのでほとんどの資

料を加藤功氏から頂き、監修を大熊孝新潟大学

工学部教授にお願いすることを条件に始めまし

た。新潟県新潟振興局地域整備部計画調整課長

の高橋亮一氏に細かく指示を出して頂き多くの

想いが届いて設置できたと言えます。 
舞台裏を明かすと、大枠の資料整理やレイア

ウトを何度も繰り返したのですが私の家内がア

ルバイトでデータ処理や一部下絵を手伝ってく

れましたし、旋風グラフィカの高橋さんが最終

原稿を看板用にデザインしてもらい看板制作企

業にバトンタッチして設置日も延期していただ

きようやく間に合ったというのが本当です。こ

の間、丸山事務局長から何度も催促があったよ

うですが高橋課長が良いものを造るので待って

ほしいと何度も頼んだのではと推測します。 
設置看板の除幕式なんて聞いたことないけ

ど大勢の方々が参加され無事設置が完了しまし

た。これ

が新しい

情報発信

になれば

と期待い

たします。 
 

鎧潟に水上飛行機が来たこと 新川・西川立体交差解説ガイド板について 

関係者と参加の会員で記念撮影 

鎧潟の河童民話より（星野 五郎 画） 
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丸山 幸平 

 

 5 月 31 日(土)、西川、新川の立体交差の下手、

静田神社境内で標記の音楽祭が開かれた。雨だ

ったけど楽しいイベントだった。 

 

◇ 事の発端 

 小生は西地区公民館の版画と木彫りの会に、

10 年程前から通っていたが、2 年前に利用者協

議会の役員の仕事が回ってきた。役員の仕事の

大半は、秋の文化祭、芸能発表会のためだけだ

った。利用者団体の数は、昨年で 91,そのうち

音楽関係だけで 19 団体。同じ民謡でも 3 団体、

コーラスは 3、カラオケは 4 団体と賑やかだ。

秋の芸能発表会だけでは勿体無い。これが 2 年

間、役員をした実感だった。 

一方、越後新川まちおこしの会は 2 年目の昨

年は水路橋付近のクリーン作戦、お花見、水路

橋説明板の設置と除幕式、全国一斉水質調査、

蓮久寺法要参加と盛り沢山だ。 

 両方を結びつけ、楽しい野外音楽祭をやれな

いか？ 新川のほとりで。静田神社で。 

それを提案できるのは両者を知っている小

生しかいない。と思い、役員任期最後の総会

（4/21）終了後、“蛮勇”を振り絞って約 70～

80 人の参加者に「趣旨」を述べ、野外音楽祭参

加依頼のチラシを配布した。 

申し込み締め切り：5/15、 音楽祭 5/31（土）

演奏は 10～12 時。ギリギリの日時だ。 

 

◇ テンヤワンヤの準備 

 新川まちおこしの会からは年度当初の計画

に無いだけに批判続出。しかし、今実行に移さ

なければ、容易には生まれないイベントである

だけにじっと我慢。素直に会議で軌道修正しな

がら事を進めた。準備の段階から新任の小川西

地区公民館長の協力は有難かった。共催も嬉し

かったし、前日のステージ作り、当日の雨の中

での気配りにも感謝したい。 

ステージ作りには 10 人前後の会員が協力、

中央公民館から畳 2 枚ほどの、かなり重い移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式のステージ6枚を2トン,トラックで運んでく

れた鶴の友の樋木社長さん。さらにはレベル計

でステージを水平に、また、雨に備えて青いビ

ニールシートを上に張り巡らせた。神社所有の

六番町の松岡町内会長さんは祭りの色とりどり

の幟を 20 本ほど参道にたててくれたし、さらに

利用者協議会からは山車まで持ってきてくれた。

多くの方々がボランテアで野外音楽祭を盛り上

げ、華やかにする準備をしてくれた。小生は 30

ｃｍ四方に一字の大きく墨で、「第一回新川野外

音楽祭」と記した垂れ幕を作り、入り口に脚立

を持っていって吊り下げ、一寸格好をつけた。

参加団体として申し込んできたのは 9 団体、半

日で丁度良い数だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 音楽祭当日 

この音楽祭はいわば、地元の歴史遺産を大事

にしたまちおこしの会のメンバーと、公民館で

の音楽活動をしているグループの協同作業で、

はじめて実施できた代物である。 

さらに新潟大学のジャズ演奏グループが積

極的に参加し、本格的なスピーカーなどを用意

松林に囲まれた静田神社 (新川と旧広通江の合流点） 

手作りの垂れ幕が参加者を迎えた 

第一回 新川野外音楽祭顛末記 
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してくれた。 

音楽祭は初めにまちおこしの会の佐藤会長、 

小川公民館長の挨拶の後、一番町藤巻町内会長

の絶妙な司会で、尺八合奏（3 人）、ギター演奏

（5 人）、手話コーラス（18 人）、詩吟（2 人）、

カラオケ二組、最後に 4 人の本格的な新潟大学

のグループのジャズ演奏と賑やかだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津軽三味線と民謡のグループが雨の為、当日

になっての参加中止は残念だった。天気の方は

今ひとつで、開始の頃はくもりが、途中から小

雨、さらに一時かなりの降り方にもなったが、

出演者たちは気にもせずにそれぞれに精一杯の

演奏を続けてくれた。 

なお、演奏の終った後で、新川を校歌の中に

歌いこんでいるという内野小学校の校歌が、古

俣夫妻の音頭で賑やかに歌われ、古い卒業生た

ちを喜ばせたことも付け加えておきたい。 

 

◇ 感想 

 江戸時代からの歴史的な遺産の地での日頃

の公民館活動の成果の披露、そこでは心地よい

ハーモニーが生まれ、出演者は勿論、参加者た

ちも大いに満足できたひとときであった。なお、

当日の演奏の模様は、会員の加藤 功さんが克

明に記録。後日、DVD として参加団体の方々に

配布。参加者へのアンケートで、以下の感想が

寄せられた。 

 神社の境内が良かった。手づくり又良し、参

加して大変良かった、会場のムードが良かった、 

内野小学校校歌、合唱素晴らしかった。手話コ

ーラスも素晴らしかった。雨天で参加できず残

念でした等。 

一方で移動式トイレ設置の要望、マイクの数

不足、PR 案内や企画段階の問題の指摘、開催日

を 5 月中旬に等、要望もかなり多い。 

 来年度の取り組みについては、早い段階で先

ずまちおこしの会での十分な議論、その上で公

民館、利用者団体協議会との打ち合わせが不可

欠となろう。 

 何れにしろ、さらに楽しめる魅力的な春の野

外イベントとして、地元の方々から愛されるも

のにしてゆきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ひとこと 

 今回のイベントを通じて異業種の分野の結

びつけの重要性を改めて痛感した。今回は公民

館の利用者団体とまちおこしの会の結びつけだ

った。街の活性化もこうした結び付けの繰り返

しで、かなり進むのではないだろうか？お互い

に一見、関係のない者同士でもやれる可能性は

十分にある。このことはあらゆる世界にみられ

ることだ。いわゆる境界領域に残る数多くの問

題もその一つだ。 

良い勉強をさせて頂いたと感謝している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
雨の中で最後まで聞き入って頂いた皆さんに感謝です 

小雨の降る中、佐藤会長の挨拶から始まった 

素晴らしかった手話サークルによるコーラス 
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 11 月 15 日（土）午前 6 時 50 分、新潟ふるさ

と村駐車場へ、越後新川まちおこしの会会員 10

名が集まり、10 名乗りのレンターカーで 7 時、

一路埼玉県川口市に向かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的はドブ川再生「旧芝川」と、川の立体交

差先進地である「柴山伏越」の二つを視察する

ものであった。「旧芝川」と、「柴山伏越」のあ

る旧荒川とは全く別の河川で距離も約 40ｋｍ

離れているが、見沼代用水に関係している。 

かつて埼玉県さいたま市付近に見沼と呼ば

れた巨大な沼があった。享保の改革のため新田

開発を薦めていた八代将軍吉宗は、伊澤弥惣兵

衛を登用して、見沼の干拓と用水確保のため利

根川から約 80ｋｍを開削して灌漑用水とした。 

 

◆大都市の中のドブ川「旧芝川」 

「芝川」は、見沼の排水を担う河川で別名、悪

水、見沼中悪水路といわれた農業用排水河川で

ある。江戸時代より荒川の逆流や溢水により洪

水被害を起こしてきた。大正時代芝川改修工事

や護岸工事・築堤が行われた。 

 

しかし、その後も水害が跡を絶たず、川口市

の上青木町から荒川までの新芝川放水路を開削、

これにより「旧芝川」は昭和 40 年水門によって

閉じられた。結果、生活雑排水などの流入によ

り河川の汚染が進みドブ川と化して行った。 

2006 年 3 月、テレビ朝日の「素敵な宇宙船地

球号」で、旧芝川再生プロジェクト～大都会ド

ブ川の奇跡～として取り上げられ、ドブ川再生

への一歩が進んだ。その後、異例の 4 回にわた

る浄化活動をテレビが取り上げると共に県がヘ

ドロ除去や水質の浄化対策や低水路や遊歩道の

整備を実施し全国的に有名になった。 

私たちは新川の今後の参考にするため、その

活動の成果と住民の関りについて、この付近で

活動している荒川クリーンエイドフォーラム副

会長で、荒川夢クラブ事務局長の林 美恵子さん

から約 1 時間「旧芝川」を案内して戴いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 年前私はテレビこの放映を見て、「旧芝川」

とはどんな川で、どの様な再生を行っているの

か興味があり 1 度訪れた。市街地を流れ生活雑

排水が流入するため水質が悪く川底にはヘドロ

が堆積しているが、近年は清流を復活させるた

めの努力が官民で協働し行われている。 

林さんは資料を配り歩きながら、埼玉高速鉄

道線のトンネルを活用して荒川の水を綾瀬川と

旧芝川に注ぐことで、水質を改善する工夫が行

われているとの話をした。 

見学予定時間を 30 分超過した午後 12 時 50

分、まだ半分も見ないが「柴山伏越」での待ち

合わせがあるため林さんとお別れした。 

「川の立体交差とドブ川再生の先進地視察」 
加藤 功 

ホテルと間違える程立派な川口オート場向かいで説明の林さん 
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◆川の立体交差「柴山伏越」 

「柴山伏越」は新川が開削される 93 年前の

享保 12 年（1726）から 13 年にかけて『紀州流』

の達人・伊澤弥惣兵衛が見沼に代わる用水とし

て、わずか半年で見沼代用水路を完成させた。 

その際、元荒川と見沼代用水が交差する為、

サイフォン形式で川を立体交差させた。当時の

大きさは新川の底樋より長く、国内最大級であ

ったと言われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「旧芝川」の後、「見沼通船堀」と「瓦葺掛

渡井」を見学予定であったが全てやめて、昼食

も高速道路のＰＡで 20 分間で済ませ「柴山伏

越」に向かい 2 時過ぎ、白岡町観光協会の山本

一夫さんほか 3 名の方々が、井澤の墓のある常

福寺脇にある「柴山伏越」で待っておられた。 

ここへ来る 2 週間位前に、白岡町教育委員会

に「柴山伏越」を見学に行きたいので、現地案

内をして頂ける方の紹介を電話でお願いした。 

ここ白岡町は、約 4ｋｍ四方の町に 5 万人の

方々が住み、この狭い町の中に 8 ヶ所の川の立

体交差があるとの説明を受け、その内の 4 ヶ所

の見学をさせて頂いた。 

山本 一夫部会長は会社勤めをしながら、白

岡町のみならず埼玉県内の川の立体交差を調査

研究している方であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳川家康が関東に入って以来、武蔵国の河川

土木普請を指揮していた伊奈家の手法は、関東

流と呼ばれ、武田信玄が築いたといわれる信玄

堤を作り上げた甲州流に起源がある。これに対

し、伊澤のとった手法は紀州流と呼ばれる。特

徴として、取水と排水の分離が挙げられるとの

説明であった。 

予定時間を 1 時間も超過した午後 4 時少し前

新潟に帰るべく川越ＩＣに向かったが、夕方の

ラッシュに引っかかり新潟帰着は 8 時であった

が、説明をして頂いたお二人に感謝します。 

今回の現地視察は、河川環境管理財団の助成

を受けての研修であったが、二つの目的を一回

で済ませようと少し時間的に無理があった。次

回の研修視察は少し時間の余裕をもって、行き

たいと反省している。 

 

◆川の立体交差サミットの開催 

今年 7 月より新潟市は「水と土の芸術祭（仮

称）」を計画し案を募集している。 

当会でも新川開削時に使った「踏み車」を数

台自分たちで作り、その効果を体験するものや、

新川暗閘の銘板設置などを提案している。 

全国には川の立体交差は目立たないが、今回

行った埼玉県には多く存在するほか、神奈川県、

滋賀県、熊本県、宮城県に現在もある。 

新川の水質は悪く汚れているが、川の立体交

差は農業・文化・歴史土木遺産であり、西区の

宝である。この宝を新潟市民に知って戴くと共

に全国の立体交差のある自治体、団体、研究者

に呼び掛け、新潟市で第一回の「川の立体交差

サミット」の開催案を実行委員会に働きかけ、

これらに参加する人々を呼び水に、観光・交流

人口を増やし、水と土の新潟を全国に発信した

いと計画している。 

見沼代用水路と井澤弥惣兵衛 

見沼代用水路は利根川の水を利用し、埼玉県の

東南部を灌漑する為、紀州流の井澤弥惣兵衛が

280 年前に「見沼溜井」1200 町歩を干拓しこ

の沼の代わりとなる用水を利根川から約 80km
の「見沼代用水路」を開削し、併せて沿川の新

田開発の代わりに掘られた用水路である。 

柴山伏越の説明板には、舟運のための水路が上部にもあった 

最後に参加者全員で記念撮影 
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編集後記      事務局長 丸山 幸平 

 

会員の皆様、ご壮健で新しい年を迎えられた

こと、お慶び申し上げます。 

会発足後 3 年目となりました。「泳いだ、食

べた新川」を目標に、地域の方々に親しまれ、

信頼され、魅力ある会としてさらに充実の一年

にしてゆきたいと願っております。会員各位の

一層のご協力、ご支援をお願い申し上げます。 

昨年夏の佐藤会長の急逝には関係者一同言

葉を失いました。巻頭にお二方からの哀悼の言

葉を掲載致しました。葬儀には「越後新川まち

おこしの会会員有志」（20 人）として大型の花

輪と生花を供えさせて頂きました。 

 

◆今年度の歩みを振り返ってみます。 

月 日 曜 行 事 参加数

4 5 土 西川水路橋周辺のクリーン作戦 15 人

4 18 金 水路橋下手左岸で観桜会 12 人

4 29 祝 
水路橋説明板除幕式、新潟地域振興

局長、西区長、農業水利事業所課長
53 人

5 18 土 排水機場、揚水機場見学及び交流会 15 人

5 31 土 第一回新川野外音楽祭,7 サークル 40 人

6 1 日 全国一斉水質調査参加 8 人 

6 26 木 
金蔵坂下公園予定地で、水と土の芸

術祭（案）の説明と要望書提出 
15 人

6 26 木 「新川」講演、第四、内野支店 40 人

7 1 火 蓮久寺法要 7 人 

7 5 土 新川ウオーク下見 4 人 

7 25 金 
洗堀浄化作戦に市から 20 万円、 

河川管理財団から 50 万円の助成 

 

8 30 土 佐藤大作会長急逝  

9 27 土 
新川川下り（河口⇔水路橋）及び 

新川の流域 16 箇所の水深測定 

30 人

10 18 土 第一回新川健康＆クリーン作戦 25 人

11 15 土 
ドブ川再生（旧芝川）と川の立体交

差の先進地（柴山伏越）見学 

10 人

12 15 月 定例会と滝寿しで忘年会 13 人

1 9 金 洗堀浄化対策検討会 10 人

2 
21 土 

第３回総会、記念講演「亀田郷環境再生構想

から学ぶー水辺の宝づくり」 

この間、世話人を中心とした定例会を毎月第

3 月曜夜開き、議論を重ねて参りました。世話

人の方々のご協力に改めて御礼申し上げます。 

 

ご存知の新潟市「水辺イベント情報」に当会

のイベントも今後できるだけ載せることとしま

した。健康＆クリーン作戦も載せて頂き、同時

にスタンプラリーにも参加するということで、

スタンプを作って貰い

ました。約 200 年近く

前、新川掘削の時大活

躍した「踏み車」を象

ったものです。可愛が

ってください。 

 

 

 

 

 

会員の笹川 悦夫さんの作品② 

新 川 通 信 -２ 号  年 1 回 発 行  
●発 行：越後新川まちおこしの会 
●事務局：新潟市西区五十嵐中島 1-16-16 
    電話・FAX 025-261-0037 

E-mail k.h.maruyama@net-web.ne.jp 

入 会 案 内  
本会は、新潟市内を流れる西川と新川の立体交差など

の近代文化遺産とも言える、新川の歴史およびその流域で

育くまれた産業や文化について理解を深め、その環境保全

につとめながらさまざまな活動を通じて、流域および周辺地

域のまちおこしに寄与することを目的に平成 19 年 2 月に発

足しました。（現在会員数 98 名） 

年会費 1,000 円です。ご入会をお待ちしています。 

この新川通信 2 号は河川環境管理財団の助成を受けて作成されました 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


